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赤こんリポート                                                            東 恵子リポーター

国境なき親善大使たちの姿にうっとり

楽しく学んで防災意識を高める
あづち防災フェス

赤こんリポート                                                      今井 良治リポーター

赤こんリポート                                                 松村 美沙枝リポーター
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１月22日

　子どもたちの羽根つき選手権が1月14日、老蘇まちづく
り協議会の生涯学習・子ども育成部会主催で行われました。
4歳児から小学校5年生までの8人が参加し、スタッフか
ら羽根の持ち方や羽子板の打ち方を教わりました。なかなか
思うように打てない子どもたちでしたが、試合が始まるころ
には打ち返すことも出来るようになり、保護者から応援の声
が出ていました。成績発表後は、一人ひとりに参加賞が手渡
されました。
　お正月といえば、羽根つき・たこ揚げ・こま回しと、子ど
もの時を思い出します。広場では時々たこ揚げを見ることも
ありますが、昔のやっこだこは見ることがなくなり、少しさ
みしい思いです。今回のイベントのように、忘れられている
昔の遊びが少しでも地域で復活することを願っています。

　2021年７月に気候非常事態宣言を表明した近江八幡市
は、2050年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロにするこ
とを目標にしています。今後市が策定する「脱炭素実行計
画 (仮 )」に反映させるため、市内外の有識者・企業・団体・
市民で、3回にわたり意見交換を行います。１月17日に行
われた第１回目では、市の特徴と気候変動に関する現状を共
有し、地域で残したいもの・変えたいものを話し合いました。
滋賀県立大学准教授の平岡俊一さんは「近江八幡はさまざま
な側面でポテンシャルが豊富。官民が手を取り合い、よりよ
いまちづくりを実現してほしい」とエールを送りました。

　好天に恵まれた立春の 2月 4日、宮ヶ浜で水鳥観察会
が開催されました。ラムサール条約締結を記念し定められ
た「世界湿地の日」にちなみ、中央公民館講座の一環で毎
年実施されているもので、小学生の親子など約30人が参
加しました。案内役は、水鳥観察や里山歩きなど地域の豊
かな自然に親しむ活動を行っている「チームむべなるかな」
の山口龍三さんら4人のメンバー。集まった参加者は、山
口さんらから「急に近づかない、大声を出さない、走らな
い」などの注意事項の説明をうけたあと、用意されたフィー
ルドスコープや持参した双眼鏡などを使って、ヒドリガモ
やオオバン、キンクロハジロなど、北極圏から楽々と国境
を越え、飛来した親善大使たちの、湖面にたたずむ美しい
姿に見とれていました。

羽根つき選手権

　楽しく防災について学べるイベント「第1回あづち防災
フェス」が安土コミュニティセンターで開催され、約70
人が参加しました。避難所運営ゲーム（HUG）や心臓マッ
サージ、ポリ袋クッキングなど、防災意識を高める体験型
のブースがあり、参加者は「自分ならどうするか」を考え
ながら、親子で楽しんでいました。
　安土まちづくり協議会の安心安全部会防災グループリー
ダー・南康弘さんは、「誰かがやってくれるという考えでは、
いざ災害が起こったとき、混乱して何をすればいいか分か
らなくなる。来年はよりレベルアップした防災フェスを開
催しようと考えているので、ぜひ参加してほしい」と話し
ていました。

　近江八幡市のふるさと納税返礼品として全国的にも人気
の「近江牛」。一大生産地・大中町で牛を育てる高井和紀
さんにお話を伺いました。「こだわりは、繁殖から出荷ま
で一貫していること。分

ぶんべん

娩のための棟があり、4か月は母
牛と子牛が一緒に過ごします」。この日は牛のひづめの手
入れをする削

さくていし

蹄師さんが来て、後ろ脚を持ち上げ、ひづめ
を削る作業をしていました。「私の仕事は、牛の状態をよ
く見ること。体調が悪ければ獣医さんを呼んだり、時期が
来たら授精師さんに連絡したり。たくさんの支えがあって
近江牛が育ちます」と高井さん。「年に一度、6月に開か
れる「近江牛グランプリ」に出品するために張り切ってい
ます」と目を輝かせていました。

「近江牛」のふるさと　大中町

地域の未来と環境を考える
脱炭素まちづくりワークショップ

赤こんリポート                                                      馬場 利男リポーター

私たちだって
「いいふうふ」になりたい

子どもの、子どもによる、子どものための
「みんなでつくる音楽祭」

　「パートナーシップ宣誓制
度について～制度を利用した
カップル～」と題して人権尊
重のまちづくり市民講座が市
文化会館で開催され、市民ら
約40人が参加しました。
　特定非営利活動法人カラフ
ルブランケッツ理事長でレズ

ビアンの井上ひとみさんが、性的マイノリティ（LGBTQ）
や自身の経験などについて講演。井上さんは「高校生のと
き、自身がレズビアンだと気付いた。誰かに打ち明けて相
談することもできず、社会や将来に不安があった」と語り、
パートナーシップ宣誓制度については「２人の関係を公的
に証明できるものが欲しかったので、居住地で取得した。
近江八幡市でも、この制度の導入を検討していると聞いて
いる。自治体に自分たち性的マイノリティの存在を認めて
もらえるということは、当事者にとって大きな安心感につ
ながるので、ぜひ導入してほしい」と話していました。

　近江八幡市子ども会育成者連合会の主催で、音楽祭の運
営やパフォーマンスなどのすべてを子どもたち自身が手作
りで行う「みんなでつくる音楽祭」が市文化会館で開催さ
れ、市内の小学５・６年生を中心に約30人がバンド演奏
やダンスで練習の成果を発揮しました。
　ギターやドラムに初めて触れる子どもたちもいる中、当
日までの約１か月間で練習を重ね、迎えた本番では子ども
たちに人気のアニメソングなどを、ボーカル、ギター、ベー
ス、ドラムのバンド編成に、ダンスを融合させたパフォー
マンスを披露しました。出演した子どもは「大勢を前にし
て緊張したけど、楽しく演奏できた」などとインタビュー
に笑顔で答えていました。

問・申


